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金田町人の動き 
在
 

込
 
22 

3
捻
1
 

n

幻
邸
妃
」
男
男
男
男
 

46 

数
ロ
 

》
入
出
生
亡
 

s
世
人
、
転
転
出
死
 

昭
和
四
十
六
年
度
施
政
方
針
 

町
長
 
大
 
島
 
六
 

昭
和
四
十
六
年
度
予
算
案
を
 

審
議
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
施
 

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、
 

そ
の
要
旨
を
本
紙
を
通
じ
て
町
 

民
の
皆
様
へ
御
報
告
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

来
年
度
提
案
の
予
算
は
 

一
般
会
計
総
額
 
四
億
「
〒
一
一
 

百
六
十
六
万
五
千
円
 

特
別
会
計
総
額
（
」
x
云
計
）
四
 

千
百
二
十
六
万
一
千
円
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

前
年
度
の
当
初
予
算
を
比
較
 

し
て
、
一
般
会
計
に
お
い
て
、
 

一
億
四
千
百
六
十
六
万
五
千
円
 

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
 

は
、
二
百
八
山
上
ハ
万
三
千
円
の
 

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
度
の
主
た
る
事
業
及
び
 

今
後
の
構
想
の
要
旨
は
、
次
の
 

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

一
、
土
木
事
業
関
係
 

1
、
失
業
対
策
事
業
 

田
ナ
ギ
ノ
線
箇
易
舗
装
工
事
 

k
 

簡
 
所
 
東
金
田
 

工
事
長
 

一
六
〇
米
 

幅
 
員
一
一
米
 

舗
装
面
積
 
三
二
〇
平
方
米
 

②
松
崎
ー
西
金
田
線
支
線
一
号
 

箇
 
所
 
西
金
田
 

工
事
長
 
二
一
〇
米
 

幅
 
員
一
一
・
五
米
 

舗
装
面
積
 
五
二
五
平
方
米
 

失
業
対
策
事
業
の
業
種
変
更
 

に
よ
り
、
一
、
ニ
、
三
種
事
業
 

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

の
で
、
本
年
度
は
三
千
人
の
就
 

労
枠
を
拡
げ
、
比
較
的
交
通
量
 

の
少
な
い
道
路
よ
り
舗
装
を
行
 

な
い
た
い
。
 

「
種
作
業
所
は
小
・
中
学
校
 

の
環
境
整
備
に
向
け
、
本
年
度
 

は
、
一
、
二
種
作
業
現
場
を
ナ
 

ギ
ノ
線
の
簡
易
舗
装
工
事
を
手
 

掛
り
と
し
て
、
そ
の
事
業
費
一
 

二
、
一
〇
五
千
円
、
吸
収
人
員
 

七
千
五
百
人
で
、
失
対
労
務
者
 

作
業
の
高
率
化
を
図
り
度
い
所
 

存
で
あ
り
ま
す
。
『
 

郎
 

2
、
緊
急
就
労
対
策
事
業
一
 

m
平
和
橋
の
南
木
線
簡
易
舗
装
 

工
事
 

工
事
長
 
五
二
〇
米
 

幅
 
員
 
四
米
 

吸
収
人
員
ー
一
、
四
五
六
人
 

事
業
費
 
工
ハ
、
九
七
三
千
円
 

本
事
業
は
、
炭
坑
離
職
者
の
 

就
労
対
策
と
し
て
設
定
さ
れ
た
 

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
就
労
者
 

も
勤
勉
で
技
能
も
良
く
一
般
に
 

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
で
緊
就
事
業
も
終
わ
 

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
政
府
 

は
更
に
期
間
の
延
長
を
行
な
う
 

と
い
う
こ
と
に
き
ま
り
そ
う
 

で
、
約
六
カ
月
程
度
の
設
計
を
 

県
よ
り
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
本
年
四
月
ま
で
に
は
期
間
 

が
更
に
延
長
に
な
る
公
算
が
強
 

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

3
、
道
路
の
整
備
 

昨
年
に
引
続
き
県
の
所
掌
に
 

か
か
る
失
対
就
労
者
を
町
内
各
 

所
の
砂
利
道
の
整
備
に
配
置
す
 

る
こ
と
に
な
り
、
町
と
し
て
は
 

労
力
、
資
材
と
共
に
節
減
が
出
 

来
て
財
政
的
に
も
プ
ラ
ス
と
な
 

る
面
が
あ
り
ま
す
。
維
持
管
理
 

面
に
つ
い
て
は
、
で
こ
ぽ
こ
道
 

を
少
し
で
も
な
く
し
、
地
域
住
 

民
の
要
望
に
答
え
た
い
齢
お
 

ま
す
。
 

4
、
橋
梁
に
つ
い
て
 

神
田
橋
架
替
工
事
は
、
施
越
 

JF 

工
事
が
認
め
ら
れ
ま
し
て
近
く
 

完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
 

便
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
と
ノ
 

共
に
長
い
間
の
不
便
も
解
消
が
 

出
来
ま
す
。
前
任
者
は
も
ち
ろ
 

ん
、
議
長
さ
ん
を
始
め
町
議
会
 

議
員
皆
様
方
並
び
に
国
、
県
の
 

御
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
 

平
和
橋
（
吊
橋
）
は
昭
和
一
一
 

十
五
年
架
設
さ
れ
た
の
で
、
既
 

に
二
十
年
以
上
を
経
過
し
老
朽
 

化
が
目
立
っ
て
参
り
ま
し
た
の
 

で
、
四
十
七
年
度
に
こ
れ
を
コ
 

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
架
替
致
し
た
 

く
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

5
、
一
般
鉱
害
復
旧
に
つ
い
て
 

（
道
路
）
 

m
東
金
田
ー
七
田
線
・
（
上
金
 

田） 工
事
長
 
七
七
七
・
五
米
 

幅
 
員
 
「
釆
 

工
事
費
（
概
算
）
九
、
二
〇
 

〇
千
円
 

②
松
崎
ー
東
金
田
線
（
東
金
 

田） 工
事
長
 

一
一
〇
米
／
 

幅
 
員
 
四
・
五
米
 

工
事
費
（
概
算
）
一
、
九
一
一
 

〇
千
円
 

以
上
の
事
業
費
の
総
額
は
一
 

一
、
二
一
〇
千
円
で
あ
り
ま
 

す
。
復
旧
に
よ
り
道
路
本
来
の
 

効
用
を
回
復
し
、
地
域
住
長
の
 

民
生
安
定
を
図
る
意
味
で
そ
の
 

効
果
は
大
い
に
上
る
も
の
と
思
 

わ
れ
ま
す
。
復
旧
に
当
っ
て
は
 

家
屋
の
関
連
等
を
充
分
考
慮
 

し
、
施
工
し
た
い
所
在
で
あ
り
 

ま
す
。
 

・ 

、
宝
見
の
農
地
関
連
鉱
害
復
旧
 

お
よ
び
人
見
地
区
鉱
害
復
旧
お
 

よ
び
町
部
の
鉱
害
問
題
に
つ
い
 

て
も
う
積
極
的
に
取
組
み
効
用
 

の
回
復
と
併
せ
て
民
生
の
安
定
 

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

な
お
予
算
に
つ
い
て
は
当
初
 

予
算
に
計
上
し
て
あ
り
ま
せ
ん
 

が
、
実
施
の
見
通
し
が
つ
き
次
 

第
補
正
予
算
に
て
お
願
い
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

6
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
対
策
 

」
事
業
に
つ
い
て
 

m
堀
川
ー
 
谷
線
改
良
舗
装
工
 

事
 

個
 
所
 
神
崎
 

工
事
長
 

一
、
五
六
〇
米
 

（
内
拡
幅
五
八
〇
米
、
舗
装
 

九
八
〇
米
）
 

幅
 
員
 
七
米
 

吸
収
人
員
 
五
、
九
九
七
人
 

工
事
費
 
五
二
、
五
七
三
千
 

円
 

本
年
度
は
古
谷
工
場
団
地
取
 

付
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
 

な
い
た
い
。
頴
田
越
の
道
路
新
 

設
に
つ
い
て
は
県
お
よ
び
頴
田
 

町
と
話
合
い
の
上
、
四
十
七
年
 

度
工
事
と
し
て
見
送
る
こ
と
に
 

し
ま
し
た
。
 

四
十
七
年
度
に
は
是
非
開
通
 

さ
せ
一
般
交
通
の
利
便
は
も
ち
 

ろ
ん
、
福
岡
県
に
通
ず
る
道
路
 

と
し
て
そ
の
利
用
度
の
多
い
事
 

は
も
ち
ろ
ん
、
時
間
の
短
縮
と
 

産
業
道
路
と
し
て
の
期
待
は
実
一
 

に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
信
じ
 

て
お
り
ま
す
。
 

7
、
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
 

J
個
所
、
成
竹
団
地
（
一
種
）
 

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
十
ニ
戸
 

ノ 

亀
の
甲
団
地
（
二
種
）
 

簡
易
耐
火
二
階
建
二
十
四
戸
 

総
事
業
費
五
千
百
六
十
四
万
円
 

財
源
内
訳
 

国
庫
補
助
 
二
千
七
百
六
十
一
 

万
八
千
円
 

起
債
 

一
千
二
百
八
十
万
円
 

一
般
財
源
 

一
千
百
二
十
二
万
 

一
一
千
円
 

成
竹
団
地
に
は
、
所
得
制
限
 

に
よ
り
入
居
の
出
来
な
い
高
額
 

所
得
者
用
と
し
て
簡
易
二
階
建
 

一
種
町
営
住
宅
を
、
亀
の
甲
団
 

地
に
は
、
低
所
得
者
を
対
象
と
 

す
万
第
二
種
町
営
住
宅
の
建
設
 

を
図
り
、
住
民
の
生
活
の
安
定
 

と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
 

併
せ
」
て
人
口
流
出
防
止
対
策
を
 

講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ニ
、
農
林
商
工
関
係
 

田
広
域
行
政
の
取
組
と
し
て
、
 

糸
田
町
と
計
画
中
の
総
合
農
業
 

セ
ン
タ
ー
の
実
現
に
つ
い
て
は
 

鋭
意
努
力
中
で
あ
り
li
＼
す
が
、
 

な
か
な
か
思
う
と
ま
か
せ
な
い
 

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
本
年
 

度
は
更
に
強
力
な
取
組
み
を
続
 

け
実
現
に
努
力
致
し
た
い
。
尚
 

桑
園
に
つ
い
て
は
、
推
進
し
て
 

よ
り
早
や
七
年
を
経
過
し
、
あ
 

る
程
度
の
収
入
を
得
る
ま
で
に
 

達
し
た
の
で
、
先
人
の
指
導
と
 

相
ま
っ
て
更
に
増
反
、
増
収
を
 

勧
め
て
行
き
た
い
。
 

②
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
利
用
農
家
 

も
二
年
目
を
迎
え
、
技
術
の
向
 

上
と
共
に
更
に
拡
大
計
画
を
推
 

進
し
て
、
高
級
疏
菜
の
共
同
出
 



金
 

し
、
適
作
物
の
指
導
を
行
な
い
 

②
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町
 

田
 

金
 

第110 号 ⑧
 荷

が
で
き
る
よ
う
同
好
者
を
育
 

成
致
し
た
い
。
 

⑧
米
の
生
産
過
剰
抑
制
の
為
に
 

行
な
っ
た
生
産
調
整
は
昨
年
度
 

限
り
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
 

が
、
お
お
む
ね
確
実
な
す
じ
か
 

ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
政
府
は
 

四
十
六
年
度
よ
り
五
カ
年
計
画
 

で
生
産
調
整
を
実
施
し
よ
う
と
 

し
て
お
り
ま
す
。
四
十
六
年
度
 

米
の
生
産
調
整
数
量
は
二
三
〇
 

万
ト
ン
、
政
麿
員
入
量
（
買
入
 

制
限
）
は
五
八
〇
万
ト
ン
、
調
 

整
数
量
に
つ
い
て
は
、
四
十
五
 

年
度
の
一
〇
〇
万
ト
ン
に
対
し
 

す
。
特
に
本
年
度
は
、
調
整
減
 

反
と
買
入
制
限
の
二
重
苦
に
あ
 

え
ぐ
農
民
に
対
す
る
対
策
と
し
 

て
は
、
地
域
農
民
の
声
を
聞
 

き
、
推
進
協
議
会
等
に
は
か
り
 

今
後
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
行
 

ま
た
他
作
物
へ
の
転
換
に
つ
い
 

て
は
充
分
地
域
の
情
勢
を
考
慮
 

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

2
、
商
工
業
に
つ
い
て
 

人
口
減
少
と
共
に
本
町
商
 

工
業
は
そ
の
活
気
に
乏
し
く
、
 

生
活
必
需
品
中
心
の
商
店
街
も
 

最
近
車
輔
の
増
加
で
店
舗
の
前
 

に
駐
車
し
顧
客
の
寄
り
難
い
状
 

況
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
対
策
 

等
数
多
く
の
改
善
を
必
要
と
さ
 

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
 

先
ず
駐
車
場
の
検
討
を
す
る
 

と
共
に
、
商
店
振
興
対
策
に
つ
 

い
て
は
、
商
工
会
議
所
と
積
極
 

的
な
取
組
み
に
よ
る
推
進
を
図
 

り
た
い
。
 

3
、
農
山
漁
村
同
和
対
策
事
業
 

m
宝
見
農
道
（
水
路
）
新
設
工
 

事
 

工
事
長
 
道
路
 
ニ
〇
〇
米
 

水
 
路
 
ニ
〇
〇
米
 

幅
 
員
、
三
米
 

工
事
費
 
五
〇
〇
万
円
 

②
垣
田
農
道
改
良
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
二
〇
〇
米
 

幅
 
員
 
三
米
 

工
事
費
 
二
五
〇
万
円
 

⑧
赤
池
糸
田
線
ー
垣
田
取
付
簡
 

易
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
ニ
一
〇
米
 

幅
 
員
 
「
釆
、
 

工
事
費
 

一
〇
〇
万
円
 

四
平
和
橋
南
木
線
ー
小
豆
田
取
 

付
簡
易
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
六
〇
〇
米
 

幅
員
 
「
釆
 

工
事
費
 
四
〇
〇
万
円
 

⑤
南
木
橋
ー
 
道
取
付
簡
易
舗
 

装
工
事
 

工
事
長
 
三
七
〇
米
 

幅
 
員
 
」
釆
 

工
事
費
 

一
六
〇
万
円
 

⑥
神
崎
南
木
線
ー
 
敷
小
丸
尾
 

取
付
改
良
新
設
簡
易
舗
装
工
 

事
 

ー
工
事
長
 

二
七
〇
米
 

幅
 
員
 
三
米
 

工
事
費
 
」
6
〇
万
円
 

⑦
壬
ハ
農
道
簡
易
舗
装
工
事
 

工
事
長
 
二
二
五
米
 

幅
 
員
 
三
米
 

工
事
費
 
三
五
〇
万
円
 

⑧
農
機
具
購
人
事
業
、
、
 

コ
ン
バ
イ
・
ン
 

五
台
 

購
入
費
 
三
〇
〇
万
円
 

任
用
・
給
与
・
分
限
・
お
よ
び
懲
 

戒
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
行
政
区
長
お
よ
び
組
 

長
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
職
員
定
数
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
一
部
修
正
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
 

に
つ
い
て
（
可
決
）
 

・
今
回
補
正
額
一
〇
七
千
円
 

累
計
額
 

四
ニ
一
、
四
五
五
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
有
 

線
放
送
電
話
特
別
会
計
補
正
予
 

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

・
今
回
補
正
額
五
千
円
 

累
計
額
六
七
七
一
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（第
三
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

・
今
回
補
正
額
三
五
七
千
円
 

累
計
額
五
三
一
三
千
円
 

⑥
町
歳
計
現
金
預
入
先
に
つ
い
 

て
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
・
 

⑥
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
国
 

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
笛
露
守
 

に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
 

て
 

昭和46 年度金田町ー般会計予算 
入 歳 出 （千円） 

款 本年度 前年度 比較 款 本年度 前年度 比較 

941 

能，605 

13,649 

3,856 

7,296 

21,008 

94 

14，能2 

17,066 

12,369 

A16, 593 

3,652 

900 

141,665 

1 、村 ‘ 税 

2、自動車取得税交付金 

3'‘地 方 交 付 税 

4、交通安全特別対策交付金 

5、分担金及び負担金 

6、使用料及び手数料 

7..国 庫 支 出 金 

8、県 支 出 『金 

9 、財 産 改 入 

10、寄 付 金 

11、操 越 金 

12、諸 収 入 

13、村 債 

A . ， 三エ 
Fl 戸l 

42,327 

4,800 

160,000 

100 

3,180 

2,630 

144,160 

7，・路3 

認5 

1 

6, 388 

16,771 

製6叩 

432,665 

563 
876 、

 

522
 

100
 

520 

085
 

289
 

482 

614
 

1
 
~~~
 

331
 

617
 

~~~ 

40
 

3
均
 

2
2
 
90
 

4
 

1
7

羽
 

91
 

1,764 

9塾 

50,478 
ー 

660 

545 

53,871 

2,801 

A 289 
ー 

、5,388 

9,440 

16,083 

14, 1665 

1 、議 会 費 

2、総 務 費 

3、民 生 費 

4、衛 生 費 

5、労 働 費 

6、農 林 水 産 業 費 

7、商 エ 費 

8、土 木 費 

9'消 防 費 

10、教 育 費 

11、災 害 復 旧 費 

12、公 債 ・費 

13、諸 支 出 金 

14、予 備 費 

合 計 

452 
055 
973 
217 
078 

896 
729 
516 
~~6 

613 
～

郵

2

 000 

665 

比
 
104
, 
62, 
21, 
29, 
37, 

86, 
21, 
43
, 

13, 

1
, 
432
, 

皿
 
450 

324 

361 

782 

888 

635 

694 

94~
 
244 

593 

476 

1
 

1~～ 

卿
 

10, 

41, 

49, 

17, 

21
,

 

16, 

71
,

 

3

,

 

31, 

15, 
9

,

 

291, 

昭和46年度金田町有線放送電話特別会計予算 
入 ‘ 歳 出 （単位千円 

款 本年度 前年度 比較 款 本年度 前年度 比較 

1、分担金及び負担金 

2、使用料及び手数料 

3、財 産 収 入 

4、操 入 金 

5、操 越 金 

6、諸 収 入 

合 計 

如8 

5174 

140 

608 

10 

2 

6,343 

545 

4,886 

1巧 

547 

10 

11 

」 6,124 

137 
郵

巧

能

 
一 
酌
 
219 

A
 

1、総 務 費 

2、業 務 費 

2、予 備 費 

合 計 

4,030 

2，路3 

30 

6,343 

3,634 

1 2,460 

30 

6, 124 

396 
A 177 

0 

219 

昭*ロ46年度金田町国民健康保険特別会計予算 
入 歳 出 （単位千円） 

款 本年度 前年度 比較 款 本年度 前年度 比較 

1、国民健康保険税 

2、使用料及び手数・料 

3、国 庫 支 出 金 

4、県 ー支 出、 金 

5、繰 越 金 

6、諸 収 , 入 

7、繰 入 金 

合 計 

7,705 

弼 

-22，狙1 

91 

10 

巧 

0 

30,580 

702 
20 
244 
87 
1 38 

1~ 1 ~2 

7, 

2~, 

臨
 

3

2

7

4

9

3

~

8

 

, 

9
 

2

1

7

 

、4 

4
‘ 

、
、
一
、
一
d
. 

2
 

2
 

1、総 務 費 

2、保 険 給 付 費 

3'公 債 費 

4、諸 支 出 金 

5、予 備 費 

合 計 

L 叩2 

28,549 

30 

1 

8 

30,580 

2,249 

25,799 

33 

1 

20 

28,102 

A 257 

2,750 

A3 

0 

A12 

2,478 

歳 
昭和46年度金田町簡易水道特別会計予算 

入 歳 , ‘ 出 

款 本年度~前年度 ~比較！ 款
 

本年度 前年度 比較 

1、使用料及び手数料 

2、繰 入 金 

3、繰 越 ／ 金 

4、分担金及び負担“金 

5、諸 収 入 

合 計 

2,0晃 

1,984 

1 

幻0 

1 

4,338 

t728 

1, 984 

76 

300 

1 

4, 172 

324 
0 A75 

~~ 166 

1、衛 生 費 

合 計 

4,388 

4,388 

' 4,172 

4, 172 

166 

166 

1 

、 

⑨
農
機
具
管
理
施
設
工
事
 

工
事
費
 

一
、
〇
〇
〇
万
円
 

農
、
山
、
漁
村
、
同
和
対
策
 

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
 

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
参
り
度
 

い
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
予
算
 

の
裏
付
等
が
順
調
に
行
か
な
い
 

た
め
、
本
年
度
は
以
上
の
事
業
 

を
取
り
上
げ
、
 
そ
の
他
の
事
業
 

に
つ
い
て
は
、
予
算
の
確
保
で
 

き
次
第
実
施
し
て
行
き
た
い
所
 

存
で
あ
り
ま
す
。
‘
 

以
上
事
業
の
達
成
に
よ
り
農
 

作
業
の
能
率
化
を
図
り
、
農
家
 

経
営
の
意
欲
の
向
上
を
う
な
が
 

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

三
、
民
生
及
び
保
健
衛
生
関
係
 

1
、
民
生
福
祉
対
策
に
つ
い
て
 

m
老
令
者
に
対
す
る
町
独
自
の
 

敬
老
年
金
の
受
給
者
年
令
を
満
 

七
五
才
以
上
（
現
行
八
〇
才
以
 

上
）
と
し
て
、
そ
の
受
給
対
策
 

者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
考
え
で
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
年
令
引
下
げ
 

に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け
ら
れ
 

る
人
員
は
約
二
〇
五
名
、
支
給
 

年
金
額
は
一
人
当
り
金
三
、
」
ハ
 

〇
〇
円
（
従
前
通
り
）
、
総
額
 

金
七
三
八
、
〇
〇
〇
円
程
度
必
 

要
と
し
ま
す
。
 

な
お
将
来
に
お
い
て
は
、
受
 

給
対
象
者
の
年
金
の
引
下
げ
に
 

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

②
そ
の
他
重
症
心
身
障
害
者
扶
 

養
共
済
制
度
の
実
施
 

こ
の
制
度
は
扶
養
者
が
共
済
 

保
険
に
加
入
し
て
、
保
険
金
は
 

障
害
者
が
受
給
す
る
し
く
み
の
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
児
童
 

手
当
制
度
が
本
年
国
会
で
審
議
 

与・ 

『 

中
法
律
施
行
と
な
れ
ば
、
本
町
 

約
一
〇
〇
名
程
度
の
該
当
者
に
 

対
し
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
 

り
ま
す
。
 

⑧
次
に
同
和
対
策
事
業
と
し
 

て
、
対
象
地
域
に
お
け
る
生
活
 

環
境
の
整
備
を
図
り
、
ま
た
、
 

経
済
的
、
社
会
的
に
開
発
を
考
 

え
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
 

法
に
よ
っ
て
事
業
を
計
画
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
 

実
施
に
つ
い
て
は
財
政
措
置
を
 

強
く
国
お
よ
び
県
に
要
請
し
て
 

補
助
予
算
の
確
保
に
努
力
す
る
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

本
年
度
事
業
と
し
て
は
「
宝
 

見
地
区
納
骨
堂
建
設
」
 
を
計
 

画
。
事
業
費
予
定
金
額
は
八
五
 

〇
万
円
と
し
、
財
政
的
に
は
国
 

庫
補
助
金
五
六
六
万
六
千
円
、
 

起
債
二
八
〇
万
円
、
一
般
財
源
 

三
万
四
千
円
を
予
定
し
て
い
 

る。 そ
の
ほ
か
「
葬
儀
施
設
」
の
 

設
備
事
業
を
計
画
。
こ
の
事
業
 

は
現
在
補
助
対
象
外
の
事
業
と
 

な
っ
て
い
る
が
、
知
事
の
特
別
 

認
可
事
業
と
し
て
取
り
付
け
に
 

努
力
し
、
県
費
補
助
事
業
で
実
 

施
を
致
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
 

す
。
ま
た
本
年
度
よ
り
「
住
宅
 

改
修
資
金
」
貸
付
制
度
の
実
施
 

を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
建
設
省
通
達
「
住
 

宅
改
修
資
金
貸
付
制
度
要
綱
」
・
 

に
も
と
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

四
以
上
の
外
、
住
民
の
福
祉
向
 

上
の
た
め
町
財
政
の
許
す
限
 

り
、
不
良
環
境
地
区
整
備
事
業
 

一
 

I 

に
よ
る
生
活
館
の
建
設
、
住
民
 

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
‘
戸
籍
相
談
 

所
を
行
政
相
談
に
併
設
、
国
民
 

年
金
の
支
払
開
始
 
（
十
年
年
 

金
）
等
、
そ
の
他
す
べ
て
の
民
 

生
事
務
の
遂
行
に
は
政
府
に
対
 

し
、
請
願
、
陳
情
を
行
な
っ
て
 

福
祉
行
政
に
万
全
を
期
す
る
よ
 

う
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
あ
り
 

ま
す
。
 

2
、
保
健
衛
生
関
係
に
つ
い
て
 

m
火
葬
場
共
同
処
理
施
設
の
建
 

設
に
つ
い
て
は
、
田
川
郡
町
村
 

長
会
事
務
局
に
お
い
て
、
田
川
 

市
及
び
田
川
郡
内
各
町
村
関
係
 

者
が
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
 

し
た
結
果
、
昭
和
四
十
六
年
度
 

に
は
建
設
に
着
手
す
る
考
え
で
 

あ
り
ま
す
。
 

②
じ
ん
芥
処
理
場
建
設
は
、
毎
 

年
広
域
行
政
と
し
て
計
画
を
進
 

め
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
下
田
 

川
四
カ
町
共
同
で
衛
生
組
合
に
 

お
い
て
検
討
し
、
早
急
に
具
体
 

化
す
る
た
め
努
力
す
る
所
存
で
 

あ
り
ま
す
。
な
お
、
し
尿
処
理
 

施
設
下
田
川
四
カ
町
衛
生
セ
ン
 

タ
ー
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
 

一
日
よ
り
業
務
開
始
を
実
施
し
 

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
汚
物
 

処
理
は
安
心
し
て
載
け
る
と
存
 

ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

、 

⑧
以
上
の
ほ
か
、
住
民
の
健
康
 

管
理
に
は
ガ
ン
対
策
 
（
胃
ガ
 

ン
、
婦
人
ガ
ン
等
の
検
診
）
、
 

蚊
、
ハ
ェ
、
ね
ず
み
な
ど
一
掃
 

五
カ
年
計
画
を
策
定
し
て
、
本
、
 

年
を
第
一
年
度
と
す
る
。
、
 

そ
の
他
献
血
運
動
の
推
進
、
 

健
康
診
断
の
実
施
等
を
行
な
 

ノ

I

<
 

い
、
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
 

に
ま
い
進
J
い
た
し
ま
す
。
 

四
、
社
会
教
育
関
係
 

生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
、
 

従
来
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
 

し
た
社
会
教
育
の
諸
学
級
、
諸
 

行
事
を
時
代
の
進
展
に
対
応
し
 

得
る
よ
う
検
討
を
加
え
、
そ
の
 

内
容
の
充
実
を
図
り
、
推
進
致
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
同
和
教
育
の
振
興
に
つ
 

い
て
は
、
か
ね
て
努
力
し
て
ま
 

い
り
ま
し
た
が
、
な
お
「
層
の
 

推
進
を
図
り
、
且
つ
ま
た
「
般
 

地
区
住
民
に
対
し
て
も
、
部
落
 

問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
 

深
め
る
よ
う
努
力
を
重
ね
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

な
お
社
会
体
育
の
振
興
を
は
 

か
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
 

の
実
施
と
昨
年
度
総
理
府
、
福
 

岡
県
お
よ
び
本
町
で
共
催
し
ま
 

し
た
歩
行
運
動
大
会
を
毎
年
の
‘
 

行
事
と
し
て
、
‘
四
十
六
年
度
か
 

ら
実
施
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
 

す

。

 

、

 

五
、
学
校
教
育
関
係
 

1
、
中
学
校
給
食
室
改
築
工
事
 

に
つ
い
て
、
事
業
費
六
百
四
十
 

』
四
万
五
千
円
、
給
食
室
は
全
般
 

的
に
老
朽
化
し
、
ま
た
父
兄
か
 

ら
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
 

年
度
事
業
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
造
り
で
予
定
し
て
い
ま
 

す。 2
、
小
・
中
学
校
と
も
父
兄
負
 

担
の
軽
減
措
置
と
し
て
、
給
食
 

用
小
麦
粉
及
び
牛
乳
代
値
上
り
 

分
の
補
助
と
し
て
、
小
学
校
」
I 

十
六
万
六
千
円
、
中
学
校
十
八
 

万
五
千
円
、
ま
た
児
」
星
徒
の
 

図
書
費
の
補
助
と
し
て
小
学
校
 

十
五
万
九
千
円
、
中
学
校
十
万
 

三
千
円
補
助
し
た
い
。
 

以
上
を
も
っ
て
は
な
は
だ
簡
 

単
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
の
 

施
政
方
針
並
び
に
今
後
の
構
想
 

と
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

議
会
だ
よ
り
 

昭
和
四
十
六
年
第
一
回
定
例
 

町
議
会
が
、
昭
和
四
十
六
年
三
 

月
十
二
日
本
町
議
会
議
事
堂
に
 

・
招
集
さ
れ
、
同
日
よ
り
三
十
一
 

日
ま
で
（
二
十
日
間
）
の
会
期
 

に
よ
り
、
諸
議
案
が
慎
重
審
議
 

さ
れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
 

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

【
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
 

／

 

」
 

戸
 

議
会
事
務
局
 

号
）
】
 

【
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
七
 

号
）
】
 

（
可
決
）
 

⑥
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
 

も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
敬
老
年
金
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
.
 

⑥
金
田
町
消
防
団
員
の
定
員
・
 

{ 

田
 
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
o
 

報
 

て
ニ
・
三
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
 


